
図1　運動習慣のある人の割合

図2　肥満状況の比較（BMI25以上）
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糖尿病の件数・費用額の
レセプトに占める割合
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徳島市：平成１７年８月診療分

年
に
一
度
は

健
康
診
査
を
受
け
よ
う

糖
尿
病
に
な
ら
な
い
生
活
習
慣
を
！

No.７３５

体
や
脳
が
活
動
す
る
た
め
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
る
主
な
栄

養
素
は
、
食
べ
物
に
含
ま
れ
る

糖
質
で
す
。
糖
質
は
、
消
化
・

分
解
さ
れ
て
ブ
ド
ウ
糖
と
な
り
、

血
液
中
に
溶
け
込
ん
で
、
全
身

の
細
胞
に
運
ば
れ
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
源
と
し
て
利
用
さ
れ
た
り
、

細
胞
内
に
蓄
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
際
に
は
、
イ
ン
ス
リ
ン

（
す
い
臓
か
ら
分
泌
さ
れ
る
ホ

ル
モ
ン
）
が
必
要
と
な
り
ま
す

が
、
こ
の
イ
ン
ス
リ
ン
の
分
泌

量
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
働
き

が
十
分
で
な
い
た
め
に
、
ブ
ド

ウ
糖
を
う
ま
く
利
用
で
き
な
く

な
る
の
が
糖
尿
病
で
す
。

血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
が
増
え

す
ぎ
て
し
ま
う
た
め
、
血
糖
値

（
血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
の
量
を

示
す
値
）
が
高
く
な
っ
た
り
、

尿
に
糖
が
出
る
と
い
っ
た
症
状

が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

◆
ど
う
し
て
糖
尿
病
に

糖
尿
病
や
糖
尿
病
予
備
軍
に

な
る
の
は
、
遺
伝
子
の
異
常
や

他
の
病
気
な
ど
に
よ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
に
、

不
規
則
で
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の

よ
く
な
い
食
生
活
や
慢
性
的
な

運
動
不
足
と
い
っ
た
、
不
適
切

な
生
活
習
慣
と
の
関
わ
り
が
大

き
な
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
レ
セ
プ
ト
（
医
療
費

の
請
求
明
細
）
に
占
め
る
糖
尿

病
の
件
数
・
費
用
額
の
割
合
か

ら
、
４０
歳
以
上
で
急
増
す
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

◆
糖
尿
病
は
な
ぜ
怖
い
の
か

糖
尿
病
の
症
状
で
あ
る
高
血

糖
状
態
が
長
く
続
く
と
、
血
管

が
傷
ん
だ
り
神
経
の
働
き
に
障

害
が
生
じ
て
き
ま
す
。

こ
の
と
き
に
治
療
を
行
わ
ず
、

血
糖
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
い

で
い
る
と
、
糖
尿
病
発
症
時
か

ら
５
年
か
ら
１０
年
で
、
上
図
の

よ
う
な
糖
尿
病
特
有
の
、
合
併

症
が
あ
ら
わ
れ
て
き
ま
す
。

糖
尿
病
の
初
期
に
は
自
覚
症

状
が
な
く
、
何
ら
か
の
症
状
が

あ
ら
わ
れ
た
と
き
に
は
、
病
状

は
か
な
り
進
行
し
て
い
ま
す
。

病
状
の
進
行
を
食
い
止
め
、
糖

尿
病
特
有
の
合
併
症
を
予
防
す

る
た
め
に
、
地
域
や
職
場
で
行

っ
て
い
る
健
康
診
査
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

健
診
で
血
糖
値
に
異
常
が
見

ら
れ
た
場
合
は
、
指
示
に
従
い
、

必
ず
再
検
査
や
治
療
を
受
け
、

生
活
習
慣
の
改
善
を
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

ま
た
、
異
常
が
な
い
場
合
で

も
、
結
果
を
保
存
し
て
、
正
常

範
囲
の
中
で
も
値
が
悪
く
な
っ

て
い
な
い
か
、
毎
年
の
経
過
を

把
握
出
来
る
よ
う
に
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

■
肥
満
を
予
防
し
よ
う

肥
満
は
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
習

慣
病
の
温
床
で
す
。
糖
尿
病
予

防
に
お
い
て
も
肥
満
の
解
消
は
、

最
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

肥
満
解
消
で
、
イ
ン
ス
リ
ン

の
能
力
が
保
た
れ
、
糖
尿
病
の

発
症
が
防
げ
ま
す
。
左
の
数
式

を
使
っ
て
、
肥
満
度
を
測
る
め

や
す
と
し
て
用
い
ら
れ
る
自
分

自
身
の
Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
体
格
指
数
）

と
適
正
体
重
を
知
り
、
体
重
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
食
生
活
を
見
直
そ
う

糖
尿
病
を
予
防
す
る
食
生
活

の
基
本
は
、「
食
べ
過
ぎ
な
い
こ

と
」
と
「
必
要
な
栄
養
素
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
と
る
こ
と
」
で
す
。

食
事
は
、
主
食
・
主
菜
・
副

菜
を
そ
ろ
え
、
野
菜
は
１
日
３

０
０
ｇ
以
上
（
目
安
は
生
の
状

態
で
両
手
に
３
杯
分
以
上
）
取

る
よ
う
に
、
ま
た
、
食
事
を
と

る
時
間
を
規
則
正
し
く
、
３
食

な
る
べ
く
均
等
に
食
べ
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

■
運
動
を
習
慣
づ
け
よ
う

運
動
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量
を
増
や
す
と
と
も
に
、
イ

ン
ス
リ
ン
の
働
き
を
高
め
、
血

糖
値
を
正
常
に
保
つ
効
果
が
あ

り
ま
す
。

し
か
し
、
激
し
い
運
動
は
逆

効
果
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
か
か
り
つ
け
医
の
医
学
的

検
査
や
運
動
す
る
た
め
の
助
言

を
受
け
た
う
え
で
、
「
人
と
話

し
な
が
ら
続
け
ら
れ
る
」
程
度

を
目
安
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、
気
軽
に
取
り
組
め

る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
提
案
し
ま

す
。運

動
は
習
慣
化
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を

続
け
る
た
め
に
、
万
歩
計
を
つ

け
て
記
録
し
た
り
、
具
体
的
な

目
標
を
立
て
て
挑
戦
す
る
な
ど
、

楽
し
み
や
励
み
を
見
つ
け
る
こ

と
で
す
。
決
し
て
あ
せ
っ
た
り
、

無
理
を
し
な
い
よ
う
に
。

ま
ず
は
、

こ
の
気
持

ち
の
い
い

季
節
に
始

め
て
み
ま

せ
ん
か
。

◆

◆

◆

徳
島
市
で
は
、
生
活
習
慣
病

の
予
防
・
改
善
を
目
的
と
し
た

講
座
や
運
動
、
健
康
相
談
な
ど

の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

健
康
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
や
基
本
健
康
診
査
な
ど
に
よ
る
と
、
徳
島
市
は
国
や
県
と
比
べ

て
運
動
不
足
の
人
と
肥
満
の
人
が
多
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
活
習
慣
病
の
一

つ
で
あ
る
「
糖
尿
病
」
に
よ
る
県
内
の
死
亡
率
が
、
１２
年
連
続
で
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
位
を
続
け
て

い
る
こ
と
か
ら
も
、
生
活
習
慣
の
改
善
が
急
務
で
す
。
生
活
習
慣
を
改
め
、
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
糖
尿
病
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
て
、
「
糖
尿
病
お
よ
び
そ
の
予
備

軍
」
の
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

全身におよぶ糖尿病の合併症
こう そく

脳梗塞
脳血管疾患（脳出血） 糖糖糖

尿尿尿
病病病
ににに
気気気
ををを
つつつ
けけけ
ててて
！！！

忍忍忍忍
びびびび
寄寄寄寄
るるるる
生生生生
活活活活
習習習習
慣慣慣慣
病病病病

糖尿病網膜症

し っし ん か のう そう

湿疹 皮膚炎 化膿瘡
心筋梗塞 狭心症 ささ

ああ
、、始始
めめ
よよ
うう
健健
康康
づづ
くく
りり

〜〜
元元
気気
でで
充充
実実
しし
たた
生生
活活
をを
送送
るる
たた
めめ
にに
〜〜

糖尿病腎症
腎不全

え そ

壊疽糖尿病神経障害
（しびれ 感覚麻痺）

高血圧 動脈硬化症

三大合併症

●今のあなたのBMIは
BMI＝体重（㎏）÷身長（m）÷身長（m）

●今のあなたの適正体重は
適正体重＝身長（m）×身長（m）×２２

１日に両手３杯の野菜を取ろう！

徳
島
市
民
は
国
や
県
に
比

べ
て
、
運
動
不
足
の
人
と
肥

満
の
人
が
多
い
と
調
査
に
出

て
い
ま
す
（
図
１
・
２
）。

運
動
不
足
は
肥
満
を
招
き
、

肥
満
は
、
糖
尿
病
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
生
活
習
慣
病
の

原
因
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
運
動
に
関
し
て
は
、

１
日
３０
分
以
上
歩
い
た
り
階

段
を
利
用
す
る
な
ど
、
実
際

に
体
を
動
か
し
て
い
る
人
は

約
３
割
ほ
ど
で
、
多
く
の
市

民
は
日
常
生
活
で
十
分
な
運

動
量
を
確
保
で
き
て
い
な
い

と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

徳徳
島島
市市
民民
のの
健健
康康
状状
況況

生活習慣病の改善予防を目的とした事業

月１５日
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〒７７０‐８５７１
徳島市幸町２丁目５
�（０８８）６２１―５１１１（代表）

５2006 平成１８年５月１日現在
（前月比）

（＋９２２）
（＋５８７）
（＋３３５）
（＋７０５）

人 口 ２６１，１５０人
男 １２４，４２７人
女 １３６，７２３人

世帯数 １０８，７０５帯
面 積 １９１．３９�

糖尿病の主な検査項目

基準値

１１０㎎／dl未満
（空腹時）

５．５％未満※

※「日本糖尿病学会」の診断基準
では５．８％未満ですが、基本健康
診査の基準値は５．５％未満です。

検査項目

血糖

ヘモグロビンA１c
（HbA１c）

糖尿病神経障害

合併症の中で最も早くで
る。手足にしびれや痛み。
症状が進むとけがややけ
どに気づかず壊疽（皮膚
が腐る）を起こすことも。

糖尿病腎症

尿を作る腎臓の毛細血
管が悪くなり、最終的
には人工透析が必要に。
人工透析になる原因の
１位となっている。

糖尿病網膜症

目の底にある網膜の
血管が損傷し視力が
低下。時には失明も。

BMI判定表（日本肥満学会）

１８．５未満
やせ

BMI２２のときが、最も病気になる確率が低いと言われています。

１８．５以上２５．０未満
正常域

２５．０以上
肥満

運動・講座

実施期間

講座・９月～１１月
大会・１１月中旬

毎月第１・３�
１３：００～１５：００（要予約）

毎週月
１０：００～１１：００

事業名

ウオーキング
講座・大会

ウオーキン
グ相談

きっかけ体
操教室

健康相談

実施期間

�～� ８：３０～１２：００
１３：００～１７：００（要予約）

毎月第１・３�
１３：００～１７：００

２月頃実施（要予約）

事業名

健康相談・
栄養相談

食生活ダイ
エット相談

糖尿病栄養
相談

全身

皮膚

足

目頭

神経

心臓

腎臓

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈保
健
セ
ン

タ
ー
�（
６
５
６
）０
５
３
４

●徳島市の広報番組

『マイシティとくしま』（四国放送テレビ）毎週日曜日 １１：５０～正午放送

『 徳 島 市 Ｎ Ｏ Ｗ 』（ケーブルテレビ徳島）毎日３回週替わりで放送

徳島市は、個人情報の取扱いについては、「徳島市個人情報保護条例」に基づき、適正な管理に努めています。



旧
耐
震
基
準
の
木
造
住
宅
に
ご
注
意
を

耐
震
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

第７３５号 平成１８年５月１５日 （２）

徳
島
市
で
は
、
地
震
に
よ
り

大
き
な
被
害
が
想
定
さ
れ
る
木

造
住
宅
を
対
象
に
、
耐
震
診
断

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
耐
震
基
準
は
、
昭
和

５３
年
の
宮
城
県
沖
地
震
を
機
に

強
化
さ
れ
、
昭
和
５６
年
６
月
か

ら
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

徳
島
市
が
実
施
し
て
い
る
耐

震
診
断
は
、
そ
れ
以
前
の
耐
震

基
準
で
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅

を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
の
診
断
結
果

で
は
、
診
断
を
受
け
た

住
宅
の
約
６７
・
９
㌫
に

あ
た
る
２
６
０
戸
の
住

宅
が
震
度
６
〜
７
の
地

震
が
発
生
し
た
時
に

「
倒
壊
ま
た
は
大
破
壊

の
お
そ
れ
が
あ
る
」
と

判
定
さ
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
同
規
模
の
地
震
が

発
生
し
た
時
、
建
物
が

傾
い
た
り
し
て
倒
壊
の

恐
れ
が
あ
る
「
や
や
危
険
」
と

判
定
さ
れ
た
住
宅
９８
戸
を
合
わ

せ
る
と
、
９３
・
５
㌫
が
危
険
な

状
態
だ
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。

大
規
模
な
地
震
が
発
生
し
た

場
合
、
耐
震
基
準
に
満
た
な
い

木
造
住
宅
は
、
深
刻
な
被
害
を

受
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

﹇
受
付
期
間
﹈５
月
１６
日
�
〜
１１

月
３０
日
�

﹇
対
象
と
な
る
住
宅
﹈市
内
に
あ

る
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す

木
造
住
宅

①
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に

着
工
さ
れ
た
も
の

②
在
来
軸
組
工
法
や
伝
統
構
法

に
よ
り
建
築
さ
れ
た
も
の
（
た

だ
し
、
木
の
柱
や
は
り
で
建
て

ら
れ
た
住
宅
で
、
木
質
プ
レ
ハ

ブ
工
法
や
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
工

法
は
除
き
ま
す
）

③
平
屋
ま
た
は
２
階
建
て
住
宅

（
併
用
住
宅
、
共
同
住
宅
・
長

屋
、
借
家
も
含
み
ま
す
）

④
現
在
、
居
住
し
て
い
る
住
宅

⑤
住
宅
の
所
有
者
に
市
税
の
滞

納
が
な
い
こ
と
（
受
付
後
調
査

し
ま
す
）

﹇
申
し
込
み
が
で
き
る
人
﹈対
象

と
な
る
住
宅
の
所
有
者
。
た
だ

し
、
借
家
の
場
合
は
居
住
者
の

同
意
が
必
要
。

﹇
募
集
戸
数
﹈５
０
０
戸（
先
着

順
）

﹇
自
己
負
担
金
﹈一
戸
建
て
の
場

合
は
、
３
０
０
０
円
。
２
戸
以

上
の
共
同
住
宅
等
の
場
合
は
、

６
０
０
０
円
。

﹇
申
し
込
み
方
法
﹈次
の
書
類
を

添
付
し
て
、
診
断
申
込
書
を
建

築
課
（
市
役
所
４
階
）
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

①
申
込
書
（
市
様
式
。
認
め

印
必
要
）
②
入
居
者
の
同
意
書

（
借
家
の
み
）
③
建
築
年
が
分

か
る
も
の
（
固
定
資
産
税
課
税

明
細
書
、
建
築
確
認
通
知
書
、

建
築
物
の
登
記
簿
な
ど
。
コ
ピ

ー
可
）
④
住
宅
地
図
の
コ
ピ
ー

（
場
所
を
赤
ペ
ン
で
塗
っ
た
も

の
）
⑤
外
観
写
真
（
２
方
面
か

ら
撮
影
し
た
も
の
）

耐
震
診
断
の
申
込
書
は
建
築

課
（
市
役
所
４
階
）、ま
た
は
各

支
所
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

個人の市・県民税は、その年の１月１日
現在、徳島市に住所がある人、または住所
はないが徳島市に事務所・事業所・家屋敷
のある人にかかる税金です。
今年度の市・県民税の改正点は、つぎの
とおりとなります。
定率減税の縮減
定率減税の額が所得割の７．５％相当額

（７．５％相当額が２万円を超える場合は、２
万円が限度額）に変更されました。
「生計同一の妻」の非課税措置の廃止
生計同一の妻に対する非課税措置が完全
に廃止され、所得金額が一定額を超える場
合、均等割が全額（市３，０００円 県１，０００円）
課税されます。

老年者控除の廃止
老年者控除が廃止されました。
公的年金等控除の計算方法の変更
６５歳以上の人の公的年金等控除の計算方
法が変更されました。
６５歳以上の人の非課税措置の廃止
これまで６５歳以上の人で、前年の合計所
得金額が１２５万円以下の場合、市民税・県民
税の非課税措置がありましたが、平成１８年
度から廃止されました。ただし、昭和１５年１
月２日以前生まれの人には経過措置があり
ます。経過措置の内容は下表のとおりです。

問 市民税課（�６２１－５０６３・５０６４・５０６５）

ああ
なな
たた
のの
家家
はは
大大
丈丈
夫夫
？？

木木木
造造造
住住住
宅宅宅
耐耐耐
震震震
診診診
断断断
ををを
受受受
けけけ
ままま
ししし
ょょょ
ううう

個個人人のの市市・・県県民民税税がが
改改正正さされれままししたた

平成７年の阪神・淡路大震災で倒壊した木
造住宅。この地震で死亡した人の約８割は、
住宅の倒壊によるものと推定されている。

徳
島
市
で
は
、

豊
か
な
自
然
と
市

民
の
皆
さ
ん
の
生

活
環
境
の
改
善
・

向
上
を
図
る
た
め
、

昭
和
２３
年
か
ら
公

共
下
水
道
事
業
に

着
手
し
、
施
設
整

備
を
進
め
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
下
水

道
施
設
の
管
理
運

営
費
の
一
部
は
、

公
共
下
水
道
に
よ

り
汚
水
処
理
を
行
う
地
域
に
お

住
ま
い
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て

い
た
だ
い
た
下
水
道
使
用
料
で

賄
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
使
用
料
金
は
平
成
１４

年
に
改
定
し
た
も
の
で
す
が
、

汚
水
処
理
費
用
の
増
加
が
下
水

道
財
政
を
圧
迫
し
、
現
行
料
金

で
は
毎
年
度
赤
字
額
が
増
大
す

る
見
込
み
と
な
っ
た
た
め
、
今

回
の
改
定
と
な
り
ま
し
た
。

下
水
道
使
用
料
は
市
民
の
皆

さ
ん
の
快
適
な
生
活
環
境
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
に
必
要
な
財

源
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

７７月月１１日日かからら
下下水水道道使使用用料料がが改改定定さされれまますす

下水道使用料金表（１カ月） （税込）

平
成
１８
年
４
月
１
日
か
ら
児

童
手
当
の
支
給
対
象
年
齢
が
、

こ
れ
ま
で
の
「
小
学
校
３
年
生

修
了
前
ま
で
」
か
ら
「
小
学
校

６
年
生
修
了
前
ま
で
」
に
拡
大

し
、
所
得
制
限
限
度
額
が
一
定

額
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
改
正
に
伴
い
、
新
た

に
児
童
手
当
が
受
給
で
き
る
人

が
、
９
月
３０
日
ま
で
に
申
請
す

れ
ば
、
制
度
改
正
に
よ
る
経
過

措
置
が
適
用
さ
れ
、
４
月
（
ま

た
は
支
給
要
件
に
該
当
し
た
日

の
属
す
る
月
の
翌
月
）
分
に
さ

か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の

人
は
経
過
措
置
が

適
用
さ
れ
ず
、
申

請
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
よ

り
支
給
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

�
左
表
の
Ａ
（
左
表
左
下
の
太

枠
）
に
該
当
す
る
人

�
平
成
１６
年
分
の
所
得
が
改
正

前
の
所
得
制
限
限
度
内
に
あ
っ

た
人
で
、
未
申
請
に
よ
り
受
給

さ
れ
て
い
な
い
人

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
子
育

て
支
援
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

制度改正に伴う新規認定請求（申請）児童手当制度改正に伴う
所得審査の流れ

児児
童童
手手
当当
のの
制制
度度
拡拡
充充
にに
よよ
るる

申申
請請
をを
受受
けけ
付付
けけ
中中

経
過
措
置
の
適
用
さ
れ
な
い
人
は
ご
注
意
を

平成１６年分の所得は改正後の所得制限限度額を超過しているか

未満である超過している

経過措置の対象なので、経過措置期間（９月３０
日まで）に申請すれば平成１８年４月・５月分の
手当は支給できます。

経過措置の対象とはなりません。
また、所得超過により、平成１８年４月・５月分
の手当は支給できません。

平成１７年分の所得は改正後の所得制限限度額を
超過しているか

平成１７年分の所得は改正後の所得制限限度額を
超過しているか

超過している未満である超過している未満である

所得超過により、平
成１８年６月分～平成
１９年５月分までの手
当は支給できません。

引き続いて、平成１８
年６月分～平成１９年
５月分の手当も支給
できます。

所得超過により、平
成１８年６月分～平成
１９年５月分までの手
当は支給できません。

①平成１８年５月中に
申請があれば、平成
１８年６月分～平成１９
年５月分までの手当
が支給できます。

②平成１８年６月以降
に申請があれば、申
請の翌月分から支給
できます。

なお、所得制限限度額および所得の計算方式については、子育て支援課
（市役所南館２階）にお問い合わせください。

◆鈴虫寺とグランヴィア京都バイキング
６月３日�〈日帰り〉
８，６００円（昼食付き）
◆永沢寺花しょうぶ立杭陶の郷
・キリンビール工場
６月１１日�・１２日�〈日帰り〉
８，４００円（昼食付き）
◆平成１８年 高野山月まいり
６月１８日�・８月２７日�〈日帰り〉
１０，０００（昼・夕弁当付き）
◆市バス恒例！ミステリーツアー
６月２２日�〈日帰り〉
１２，０００円（昼・夕食付き）
◆花と温泉めぐり！ミステリーツアー
６月２５日�〈日帰り〉
９，０００円（昼食付き）
問 市バス観光係（�６５２－２１３３）

［譲ります］（品名、使用年数、価格）
▽テレビ（車載用）、３年、無償▽ベビーベ
ット、５年、１，０００円▽サークル、５年、１，０００
円▽ワンタッチメリー、５年、１，０００円
［譲ってください］
▽二人乗りブランコ▽絵本、童話の本
申 はがきに希望の品（１人１品目）・住所・
名前・電話番号を記入し、５月２０日�まで
に消費生活センター（〒７７０－０８３４元町１）
へ。同２４日	に抽選し、当選者に連絡しま
す。
※掲載品以外に譲りたいもの、譲ってほ
しいものがある場合は、ご連絡ください。
需要品の受付も行っておりますので、電
話または来所でお申し込みください。
問 徳島市消費生活センター（�６２５－
２３２６ 火曜日・祝日は休み）

市バス 旅への誘い不用品活用

夏
の
風
物
詩
、

阿
波
お
ど
り
の

本
番
が
近
づ
い

て
き
ま
し
た
。

市
内
の
各
公

園
や
空
き
地
で

は
、
夕
方
か
ら

ぞ
め
き
の
リ
ズ

ム
に
の
っ
て
踊

り
の
練
習
が
行
わ
れ
ま
す
が
、

鉦
や
太
鼓
な
ど
の
音
は
、
付

近
の
住
民
の
み
な
さ
ん
に
と

っ
て
は
、
騒
音
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

練
習
を
す
る
み
な
さ
ん
は
、

「
必
要
以
上
の
音
を
出
さ
な

い
」「
夜
遅
く
ま
で
練
習
を
し

な
い
」「
路
上
駐
車
を
し
な

い
」
な
ど
の
マ
ナ
ー
を
守
る

よ
う
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

く
れ
ぐ
れ
も
迷
惑
の
か
か

ら
な
い
よ
う
に
ご
配
慮
を
お

願
い
し
ま
す
。

《
市
民
の
皆
さ
ん
へ
》

阿
波
お
ど
り
は
、
徳
島
市

に
と
っ
て
大
切
な
伝
統
芸
能

で
す
。
本
番
を
前
に
熱
の
入

っ
た
練
習
が
行
わ
れ
ま
す
が
、

市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
料金（円）
６６０

８５

１１０

１４０

１６０

汚水量の単位
８
まで
８
を超え
２０
まで
２０
を超え
３０
まで
３０
を超え
４００
まで
４００
を
超えるもの

旧
料金（円）
５７７．５

７３．５

９４．５

１２０．７５

１４１．７５

汚水量の単位
８
まで
８
を超え
２０
まで
２０
を超え
３０
まで
３０
を超え
４００
まで
４００
を
超えるもの

区 分

基本使用料

超過使用料
（１
につき）

一
般
汚
水

市：１０００円 県：３００円

税額の３分２を減額する

市：２０００円 県：６００円

税額の３分の１を減額する

減額なし

均等割

所得割

均等割

所得割

平成１８年度

平成１９年度

平成２０年度

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈建
築
課
�（
６

２
１
）５
２
７
２
・
５
２
７
５

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈子
育
て
支

援
課
�（
６
２
１
）５
１
９
４

阿阿阿波波波おおおどどどりりりののの練練練習習習ははは
マママナナナーーーををを守守守っっっててて

ＤＤＣＣＢＢ

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈下
水
道
事

務
所
保
全
課
�（
６
２
１
）５

３
１
１

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈観
光
課

�（
６
２
１
）５
２
３
２

ＡＡ

各課の電話番号案内および夜間・休日にご用のある方は代表番号の（�６２１－５１１１）へ。



（３） 平成１８年５月１５日 第７３５号

INFORMATION

募 集

食生活ダイエット相談
対象は４０歳以上の市民。保健センター栄
養相談室（ふれあい健康館２階）で。▽６月
７日�＝コンピューターによる食生活診断
▽６月２１日�＝個別相談。いずれも１３：００
～１７：００。１人１時間。定員は各日先着４
人。両日でも１日だけでも可。また、３人
までのグループでも可。
申 電話で保健センター（�６５６－０５３１）
へ。

ガラス工芸体験観光
６月４日�。徳島ガラススタジオ（勝占
町中須）で。▽吹きガラス体験＝９：３０～
１１：４５。対象は高校生以上。体験料２，５００
円。５月２０日�１０：００から電話受け付け。
先着６人。▽サンドブラスト体験＝１３：００
～１７：００。体験料１，０００～１，５００円。当日受
け付け（１５：００まで）。
申 徳島ガラススタジオ（�６６９－１１９５）へ。

保全課の臨時職員を募集
公共下水道への接続工事がされていない
各家庭に戸別訪問し、浄化槽などから公共
下水道への接続工事の勧誘を行う臨時職員
を募集。応募資格は高校卒業程度の能力を
持つ４５歳までの人。募集人数は２人。雇用
期間は９月１日～１２月３１日。日給６，４００円。
申 履歴書を持参し、６月１日�～３０日�
に保全課（市役所１０階 �６２１－５３１１）へ。

阿波おどり鳴り物教室
６月６日�～７月８日�の毎週火・土曜
日１８：００～２０：００（全１０回）。阿波おどり会
館で。三味線１００人、笛１００人、鉦（かね）
３０人、大太鼓３０人、締太鼓３０人、おどり１００人。
いずれも先着順。受講料３，０００円。
申 受講料を添えて所定の用紙で、阿波お
どり会館（新町橋２ �６１１―１６１１）へ。

楽しい書の講座「遊びま書」
６月６日�１０：００～１２：００。ふれあい健
康館（沖浜東２）２階創作活動室で。遊び
心を大切にした「書」を体験。定員２０人（抽
選）。受講は無料。
申 はがきに、住所・名前・電話番号を記
入し、５月２５日�（必着）までにふれあい
健康館ボランティア（〒７７０‐８０５３ 沖浜
東２‐１６ �６５７‐０１９０）へ。

催 し

第４８回水道週間
第十浄水場施設見学会
６月４日�１０：００～１５：００（受け付けは

１４：３０まで）。第十浄水場（名西郡石井町藍

畑）で。浄水施設の見学。参加は無料。希
望者は直接会場へ。
問 水道局（�６２３－１１８７）

２００６消費者まつり
５月２７日�・２８日�１０：００～１６：００。ヨ
ンデンプラザ徳島（寺島本町東２）で。消
費者問題の啓発パネルの展示、農産物など
の展示即売のほか、リサイクルファッショ
ンショー（２８日１１：００～）、落語家・桂七福
さんによる講演（２８日１３：３０～）など。入
場は無料。
問 消費生活センター（�６２５―２３２６）

平成１８年度戦没者追悼式
５月２３日�１０：００～１１：３０（９：１５から
受け付け）。徳島市立文化センターで。戦没
者の霊を慰め、平和への誓いを新たに。関
係者はご出席を。
問 福祉課（�６２１―５１７５）

ニュースポーツのつどい
５月２０日�９：００～１２：００。内町小学校
（城内１）体育館・グラウンドで。ペタン
クとカローリング。参加は無料。希望者は
直接会場へ（カローリング参加者は体育館
シューズを持参で）。
問 スポーツ振興課（�６２１－５４２７）

ガラス工芸ミニワークショップ
５月２１日�１３：３０～１６：３０（受け付けは

１６：００まで）。シビックセンター３階ロビー
で。絵を描いた４枚の板ガラスを接着して、
立体感のあるペーパーウェイトを制作。対
象は小学生以上。材料費１個７００円。
問 シビックセンター（�６２６－０４０８）

ふれあい健康館の催し
いずれもふれあい健康館（沖浜東２）１
階きっかけ空間で。参加は無料。
◆グリーティングハートコンサート
５月２１日�１３：３０～１５：３０。ゴスペル。
曲目は「イマヌエル」「麗しい御名」など。
◆カローリング
５月２８日�１３：３０～１５：００。氷上のスポ
ーツ「カーリング」を床の上で手軽に。
問 ふれあい健康館ボランティア（�６５７
－０１９０）

お 知 ら せ

休日に市税、市営住宅使用料の
納付ができる出張窓口を開設
５月２８日�１０：００～１６：００。マルナカ徳
島店（西新浜１）３階、ショッピングプラ
ザタクト（南島田３）A館に、市税（軽自
動車税など）、市営住宅使用料の納付や納付
相談ができる臨時窓口を開設。納付される
人は納付書を持参で。
問 納税課（�６２１－５０７７・５０７８）

健康手帳をご活用ください
健康診査の結果や血圧、体重、飲んでい
る薬などが記録でき、健康管理や介護予防
に役立つ手帳を交付。対象は４０歳以上の市
民。費用は無料。希望者は、直接保健セン
ター（ふれあい健康館３階）へ。なお、郵
送を希望する場合は、電話でお申し込みを。
また、徳島市ホームページ「電子申請」か
らの申し込みも可。
問 保健センター（�６５６－０５３１・０５３４）

犬猫の不妊手術費用の一部を補助
１匹につき５，０００円補助。予定数は市内
で飼われている犬猫１００匹（抽選）。手術実
施期間は、８月１日�～１０月３１日�。ただ
し、犬については、登録と平成１８年度の狂
犬病予防注射を済ませていることが必要。
申 往復はがきに犬猫の別・種類・名前・
毛色・性別・体格・年齢・特徴（犬は登録
・注射番号も）、飼い主の住所・名前・電話
番号、返信あて名を記入し、６月１日�～
３０日�（当日消印有効）に生活環境課（〒
７７０－８５７１ 幸町２－５）へ。
問 生活環境課（�６２１―５２０６）、県獣医師
会（�６３２―９４４７）

民間建築物アスベスト調査・除去
工事費に補助金を交付
対象は、吹き付けされているアスベスト
が露出し、多数の人が利用する建築物の所
有者または管理者。ただし、市税などの滞
納がないこと。補助金額は▽調査費＝費用
の３分の２・限度額６万円▽除去工事費＝
対象工事費および処分費の３分の２・限度
額２００万円。募集期間は５月１６日�～１２月
２８日�。先着順で受け付け。
問 建築課（�６２１－５２７２）

緊急通報装置の貸し出し
電話回線を使って病気や事故などの緊急
事態の発生を協力者に通報する装置。
対象は、市内在住の一人暮らしで、おお
むね６５歳以上の人、または身体障害者手帳
（１・２級）を持ち、所得税が課税されて
いない人など。申請時に協力者２人の承諾

書が必要。装置と工事代は無料。修理代や
電話料金などは本人負担。貸し出し台数に
限りあり。
申 ５月３１日�までに▽高齢者＝ながいき
課（�６２１－５１７６）▽身体障害者＝福祉課
（�６２１－５１７１）へ。

農薬残留規制の制度改正
食品衛生法の改正により、５月２９日から
ポジティブリスト制度（農作物に、すべて
の農薬の残留に関する基準値を設定し、基
準を超える農作物の流通・販売を禁止する
制度）が導入。農薬の使用時は、表記内容
を確認して使用基準を遵守し、隣接して異
なる作物が栽培されている場合などには飛
散にご注意を。なお、詳細は徳島市ホーム
ページに掲載。
問 農林水産課（�６２１－５２５２）

全国一斉に人権相談を実施
６月１日�人権擁護委員の日に全国一斉
人権相談を実施。１３：３０～１６：３０。なんで
も相談市民センター（市役所１階）で。人
権擁護委員による、名誉や信用など人権に
関する相談会。秘密厳守。相談は無料。
問 人権推進課（�６２１－５１６９）、徳島地方
法務局（�６２２－４８９４）

医師による無料健康相談を実施
ふれあい健康館（沖浜東２）１階きっか
け空間で。徳島地域産業保健センターとの
共催。▽夜間健康相談＝５月１９日�１９：００
～２１：００▽休日健康相談・メンタルヘルス
健康相談＝５月２１日�１３：００～１５：００。
問 生涯福祉センター（�６５７－０１９０）

「広報とくしま」を郵送
広報とくしまは、毎月１日と１５日に徳島
・朝日・読売・毎日・産経・日経の各新聞に折
り込んで届けており、これらを購読してい
ない人には郵送。郵送を希望する人はご連
絡を。
問 広報広聴課（�６２１－５０９１）

５月は軽自動車税の
納期月です

納期限は５月３１日�

電電気気式式生生ごごみみ処処理理機機のの購購入入費費をを補補助助
徳島市では、家庭で生ごみを処理していただくため、「電気式生ごみ処理機」を購
入する人に購入費用を補助します。電気式生ごみ処理機を使って、生ごみの減量・リ
サイクルにご協力ください。

［対象］市に住民登録し、住んでいる世
帯主
［補助金額］購入金額の２分の１。ただ
し、限度額は３万円。
［補助台数］５００台（１世帯につき１台
限り）
［対象機種］微生物分解方式または乾燥
方式の家庭用電気式生ごみ処理機。ただ
し、市内の取扱店で購入するものに限り
ます。

［申し込み］購入する前に、はがきに「電
気式生ごみ処理機購入費補助希望」と明
記のうえ、住所・世帯主の名前（ふりが
な）・生年月日・電話番号を記入し、生活
環境課（〒７７０－８５７１ 幸町２－５）へ。
※徳島市内の取扱店以外で購入したり、
申し込み後に送付する「承認決定通知
書」を受け取る前に購入した場合は、補
助金を交付できません。
［問い合わせ先］生活環境課（�６２１‐５２０２）

ごごご存存存じじじででですすすかかか？？？ 病病病後後後児児児デデデイイイサササーーービビビススス 親親子子ふふれれああいいププララザザ受受講講生生募募集集女性のための
【６月の行事】 �657‐0065
いずれも参加無料。※印は要申し込み。

★印は当日先着３０人

自自己己表表現現トトレレーーニニンンググ 病気の回復期にあり保育所での集団保育が困難なお子さんを、保護
者が勤務の都合、病気、事故、出産などの理由で家庭で保育できない
場合は、「病後児デイサービス」をご利用ください。
［対象］市内在住で保育所に入所している児童
［保育時間］８：３０～１８：００（土曜日は１７：００まで）
［利用料金］１日２，０００円（昼食・おやつ代は含
まない）
※生活保護世帯・市民税の課税されていない
世帯は無料。所得税の課税されていない世帯
は１，０００円。

～自分の気持ちを伝えるレッスン～
◆子育てセミナー「身体ほぐしって楽しいな」※
日時 ６月２１日� １０：３０～１１：１０
場所 親子ふれあいプラザ（きりんルーム）
講師 徳島市立丈六保育所長・磯谷惠美子
定員 就学前の子どもとその保護者３０組
◆親子教室 対象：就学前の子どもとその保護者

「言いたいことが上手く言えない」「つい攻撃的な
言い方をしてしまう」などの経験はありませんか。
相手を尊重しながら、自分の意見を率直に伝え
る方法を、役割演技（ロールプレイ）を通して練
習します。
［日時］６月３日～７月２９日（６月２４日を除く）
毎週土曜日（全１０回）１０：１５～１２：１５
［場所］女性センター第１会議室（シビックセンター４階）
［対象］市内在住・在勤の女性で、原則全日程に参加
できる人
［定員］８人（抽選） ［受講料］無料
［申し込み］ 電話で５月２６日�までに徳島市女性
センター（�６２４－２６１１）へ。
※定員に満たない場合は実施しないこともあります。

病後児デイサービス実施施設

［問い合わせ先］保育課（�６２１－５１９３）

内 容

絵本の読み聞かせ

歯みがき指導

時計づくり★

子育てカウンセリング※
カウンセラー 和田厚子さん（英語も可）

お誕生パーティー（６月生まれ）※
作って遊ぼう★

開館時間は９：００～１８：００（日・祝は１６：００まで）月曜日は休館

日 時

毎日１０：３０～１１：００
１４：３０～１５：００

７日�１０：３０～１１：３０
８日�１０：３０～１１：３０

１７日�１０：３０～１５：００

２３日�１０：３０～１１：３０
２９日�１０：３０～１１：３０

電話番号

６２２‐００１２

６６５－７７６８

６０２－４８６０

定員

４人

２人

２人

所 在 地

昭和町８－６６

川内町鶴島４‐１

寺島本町西２－３５－９

施 設 名

藤岡クリニック

川内わかば保育園

四国大学附属保育所

凡例： は申し込み先 は問い合わせ先 徳島市役所（本庁舎）への郵便物は、住所がなくても「〒７７０－８５７１ 徳島市役所○○課」で届きます。問申
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今今今年年年ももも始始始まままりりりままますすす！！！

徳徳徳徳島島島島学学学学遊遊遊遊塾塾塾塾
新新講講座座のの
受受講講生生募募集集

紙芝居ボランティア
「おしゃべりくまさん」

とと
くく
しし
まま

夢
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
紙
芝
居
の
制
作

９１
▲親子でクッキングを楽しむ受講生＝昨年

子どもたちに紙芝居を披露するメンバー

第第９９回回 ととくくししまま動動物物園園写写生生大大会会第５７回文化財めぐり「こどもエコクラブ」メンバー
募 集

身近な文化財に親しむ機会を持っていただくために、

第５７回文化財めぐりを開催します。

［とき］５月２８日�午前９時～午後４時半
［ところ］切幡寺、熊谷寺、神宮寺（いずれも阿波市内）

［講師］徳島市文化財保護審議会委員・森兼三郎さん

［対象］徳島市内に在住、または通勤・通学している人

［定員］４０人（応募多数の場合は抽選）

［参加費］３，５００円（貸し切りバス代、昼食代、保険料

などを含む）

［申し込み方法］往復はがきに参加希望者全員の住所、

名前、電話番号を記入し、社会教育課（〒７７０－８５７１

徳島市役所社会教育課）へ。５月２２日必着。はがき１枚

につき２人まで申し込み可。徳島市ホームページ「電子

申請」からも申し込み可。

［問い合わせ先］社会教育課（�６２１－５４１９）

徳島市では、子どもたちの
関心や興味に基づいて、自主
的に環境活動を行う「こども
エコクラブ」の参加メンバー
を募集しています。
対象は、幼児（３歳以上）、
小・中・高校生。２人以上の
グループで申し込んでくださ

い。ただし、連絡係として１人以上の大人（サポーター）
が必要です。高校生はサポーターとしても登録できます。
地域や学校の友達、あるいは家族と一緒にクラブを作り、
環境について考え、楽しみながら自由に活動してみません
か。
メンバーになると、会員手帳やバッジ、環境に関するい
ろいろな情報が載っているニュースが届きます。また、年
４回活動報告を提出すると、アースレンジャー認定証がも
らえます。
［問い合わせ先］環境保全課（�６２１－５２１３）

とくしま動物園で動物たちや、動物のいる風景を描

いてみませんか。たくさんの応募をお待ちしています。

［募集期間］５月２１日�～６月４日�
［参加資格］県内の中学生以下の子ども

［申し込み方法］園内の案内所に作品を提出してくだ

さい。

６月１１日に審

査会を行い、入

賞作品を決定し

ます。

［問い合わせ先］

とくしま動物園

（�６３６－３２１５）

▲水草の調査をするメンバー

▲第８回特選作品（幼稚園）

定員・受講料・対象・持ち物など

●要申込 定員３０人、受講料３００円。
エプロン、三角巾、ふきん、材料費
５００円

●要申込 定員３０人、受講料３００円。
材料費２００円

●要申込 定員２０人、受講料３００円。
筆記用具、定規、コンパス、はさみ、
カッターナイフ、手袋

●要申込 定員１５組、子ども（３歳
以上）対象。エプロン、三角巾、ふ
きん、持ち帰り用容器、材料費１組
６００円

●要申込 定員３０人、受講料３００円。
化粧品、タオル

受講料３００円。

受講料３００円。お茶

●要申込 定員２０人、受講料３００円。
水彩絵の具、材料費１００円

●要申込 定員２０人、受講料３００円。
エプロン、タオル、染色用手袋、新
聞紙、材料費１，０００円

●要申込 定員３０人、受講料３００円。
エプロン、三角巾、ふきん、材料費
２００円

子ども対象。動きやすい服装、シュ
ーズ（あれば）、のり、はさみ、セロ
ハンテープ、材料費２００円

受講料３００円

受講料３００円。三味線（あれば）

集合場所

ふれあい
健康館

ガラス
スタジオ

ふれあい
健康館

内 容

体いきいき雑穀・
山菜おこわ

よいコーヒーと食
育について

あなただけの器を
ひとつ

親子生け花ヘルシ
ーケーキ作り

メイクアップレッ
スンと歯の美容

韓国語と韓国文化
に親しもう

歌を歌って健康に
なりましょう

楽しい絵手紙

アンモナイト染め
（スカーフ染め）

うどん作り体験

うたとリズムにあ
わせて（リトミッ
ク）

ロマン主義の英文
学

ぞめき（三味線）
入門

日 時

５月２８日�
１３：００～１５：３０

６月３日�
１３：３０～１５：００

６月４日�
１３：３０～１６：００

６月７日�
１３：３０～１５：３０

６月１０日�
１３：００～１５：００

６月１１日�
１３：３０～１５：００

６月１１日�
１３：３０～１５：３０

６月１４日�
１３：３０～１５：３０

６月１７日�
１３：３０～１６：００

６月１８日�
１３：３０～１５：３０

６月２４日�
１０：００～１１：３０

６月２５日�
１３：３０～１５：００

６月２５日�
１４：００～１５：００
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